
発注者が想定する施工条件等の明示方法について

1

受発注者間で工期設定の前提に不整合があると、受注
者が想定する施工に必要な日数や機材が必要になる時
期に齟齬が生じてしまい、その調整に不測の時間を要し、
結果として工期を圧迫し、休日の取得が困難になること
がある。このため、施工条件の明示が極めて重要。

施工条件の確度が低いと明示の意味が無くなるため、
施工条件の調査、把握を十分に行う必要がある。

施工条件は、調整中等の未確定事項であっても、未確定
事項が存在することを前提として工事工程の検討を行う
ことができるため、その旨を明示されたい。

入札前の条件明示について、現状でも特記仕様書にお
いて一定程度記載があるが、必要の条件明示がなされ
ているか網羅的な確認が困難。

精緻な工程表は、契約締結後の品質確保調整会議にお
いて開示されれば良い。契約前については、週休2日が

確保できるような適正な工期であるかどうかを判断する
ため、概略工程表を開示して頂きたい。

条件明示が的確になされ、受発注者間で適切に情報共
有できるのであれば、工程表ではなく、チェックリストのよ
うな、施工条件が一覧できる資料の開示でも良い。

第２回検討会及びWGでの意見

条件明示の重要性を踏まえ、工事ごとの多様な施工条件の
調査、把握を十分に行い、特記仕様書において当該施工条
件を的確に明示する旨記載。（具体的な記載内容は「資料
編」において記載。） （P45～P48）

特記仕様書では条件明示の網羅的な確認が困難であるとの
意見を踏まえ、受注者における当初の工事計画の立案等に
資するため、特記仕様書の参考資料として工事工程に関す
る施工条件の一覧表（チェックリスト等）を提供するよう努める
旨記載。 （P8L23～L26）

現在、国が発注する港湾・空港工事における受注者への施
工条件等の明示等の情報共有は、契約後に開催する「品質
確保調整会議」を中心として実施しており、工程表の開示も
当該会議の場において開示するよう運用している。契約前に
工程表を開示する取組はこれまで行っていないことから、現
時点では契約前における概略工程開示の効果判定が困難
であるため、今後、港湾・空港工事において契約前の段階で
工程表を開示する試行工事を実施し、契約前における工程
表開示の有効性を検討する。

契約前に示す施工条件については、必ずしも工事の実施期
間中に起こる可能性がある全ての事象を明示できるわけで
はなく、不確定要素も多分に含まれるものであるため、具体
的な工事の実施工程については品質確保調整会議等にお
いて受発注者間で協議、確認する必要がある旨記載。

（P8L27～L29）

ガイドライン案の記載方針

【資料１】
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実施可能な実工程を念頭に
置いた適正な工期を設定

特記仕様書による条件明示（実施済）
施工条件チェックリストの明示（新）

工事工程表の開示（実施済）
工事名

工事場所

工期 令和2年8月5日（作成）

工　種 形状・寸法 数量 単位 開始日 施工能力 組数 実日数 供用込み日数 終了日 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

工事工程表（受発注者共有イメージ）
○○港○○地区防波堤上部工等工事

○○県○○市○○地先

令和2年8月5日～令和3年2月19日

区　分
工事内容 発注者が想定する

備考

構造物撤去工 根固ブロック撤去・仮置 30 個 2020/9/19 32.0 1 1.0

- - 45.0 45 2020/9/18準備工 準備工

   基礎捨石工 捨石本均し 531 m2 2020/9/21

2 2020/9/20

捨石荒均し 33 m2 2020/10/15 20.0 1 1.7

9.8 4 13.6 24 2020/10/14

根固工 根固ブロック撤去・据付 30 個 2020/10/18

3 2020/10/17

根固ブロック据付 6 個 2020/10/20 17.0 1 0.4

32.0 1 0.9 2 2020/10/19

袋型根固製作 50 個 2020/10/21

1 2020/10/20

袋型根固据付 50 個 2020/10/30 36.0 1 1.4

10.0 1 5.0 9 2020/10/29

上部工 上部コンクリート 21 スパン 2020/11/2

3 2020/11/1

(養生期間) 2021/1/7 28.0

6.0 4 72 2021/1/12

雑工 支保組立組外 194 m 2020/9/19

28 2021/2/3

吊金物切断 136 m 2020/9/24 12.0 1 11.3

100.0 1 1.9 4 2020/9/23

吊金物切断 113 m 2020/10/10

21 2020/10/15

安全費 安全監視船 1 式 2020/9/19 - - -

10.0 1 11.3 21 2020/10/31

片付工 片付工 1 式 2021/2/4

- 2021/1/12

工事工程に影響する外的要因

- - 15.0 15 2021/2/19

関連工事

○○港○○地区防波
堤(2)上部工等工事

上部工 左記工事でCP船を使用後、本工事で上部工打設。

本工事

1 式 2020/8/5

○○港○○地区防波
堤)(1)改良工事

上部工 上部工打設完了後、左記工事でCP船を使用。

施工条件 関係機関との協議

漁業関係者
R2.4月に関係漁協説明済み(4/13 A漁協、B漁協、4/21C漁協、D漁協、E漁協、4/23 F漁

協)

受発注者調整
◎施工計画説明　〇三者会議　◇三者連絡会議
△設計変更協議会　□検査

〇◎◇

海上保安部 R2.4.16に○○海上保安部に説明済み。

□        

■目的

本資料は、受注者が行う工事工程の計画、管理が適切に行えるように、受発注者のコミュニケーションを円滑にすることを目的とするものである。

また、適切な工程計画、管理により「休日確保」の推進を図るものであり、資料の内容に拘るものではない。

■概要

①発注者は、契約締結後の初回打合せなどにおいて、施工計画の条件となる関係機関との調整状況、貸与物件・支給材料に関する条件、関連する他工事の

進捗状況等を受注者に情報提供する。

②受注者は、発注者からの情報に基づき、工事工程計画を作成し、施工計画説明を行う。

③発注者は、受注者の施工計画・施工管理の条件となる事項の状況に変更や追加が生じた場合は速やかに受注者に情報提供する。

受注者は、発注者及び関連工事の受注者と情報共有を図りつつ、当該工事の工程管理を行う。
■注意事項

本資料で提示する「発注者が想定する開始日・終了日」は、各工種ごとの工程算出に休止率を考慮しているため土日祝祭日となる場合がある。

これは、あくまでも工程算出上の例示であるため、問題が発生するものでない。

施工（計画）

施工条件（予定）

施工（実施）
凡例

施工条件（実施）

作業許可申請

見積参考資料の開示（実施済）

施工条件に変更が生じた場合、
調整会議にて契約変更を協議

(※）工事着手前及び設計変更事象発生
時において、受発注者が現場条件、施工
計画、工事工程等について総合的に確
認・調整し、円滑な工事の実施及び品質
の確保を図るために開催する、受発注者
双方の責任者を構成員とした会議

（受注者）

設計図書照査

工
事
着
手

契約変更事務
ガイドラインの活用

（約1ヶ月～1ヶ月半） （約1ヶ月） （約20日）
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3

施工条件チェックリストのイメージ（参考）



4

品質確保調整会議において開示する工事工程表のイメージ（参考）

工事名

工事場所

工期 令和2年8月5日（作成）

工　種 形状・寸法 数量 単位 開始日 施工能力 組数 実日数 供用込み日数 終了日 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

工事工程表（受発注者共有イメージ）
○○港○○地区防波堤上部工等工事

○○県○○市○○地先

令和2年8月5日～令和3年2月19日

区　分
工事内容 発注者が想定する

備考

構造物撤去工 根固ブロック撤去・仮置 30 個 2020/9/19 32.0 1 1.0

- - 45.0 45 2020/9/18準備工 準備工

   基礎捨石工 捨石本均し 531 m2 2020/9/21

2 2020/9/20

捨石荒均し 33 m2 2020/10/15 20.0 1 1.7

9.8 4 13.6 24 2020/10/14

根固工 根固ブロック撤去・据付 30 個 2020/10/18

3 2020/10/17

根固ブロック据付 6 個 2020/10/20 17.0 1 0.4

32.0 1 0.9 2 2020/10/19

袋型根固製作 50 個 2020/10/21

1 2020/10/20

袋型根固据付 50 個 2020/10/30 36.0 1 1.4

10.0 1 5.0 9 2020/10/29

上部工 上部コンクリート 21 スパン 2020/11/2

3 2020/11/1

(養生期間) 2021/1/7 28.0

6.0 4 72 2021/1/12

雑工 支保組立組外 194 m 2020/9/19

28 2021/2/3

吊金物切断 136 m 2020/9/24 12.0 1 11.3

100.0 1 1.9 4 2020/9/23

吊金物切断 113 m 2020/10/10

21 2020/10/15

安全費 安全監視船 1 式 2020/9/19 - - -

10.0 1 11.3 21 2020/10/31

片付工 片付工 1 式 2021/2/4

- 2021/1/12

工事工程に影響する外的要因

- - 15.0 15 2021/2/19

関連工事

○○港○○地区防波
堤(2)上部工等工事

上部工 左記工事でCP船を使用後、本工事で上部工打設。

本工事

1 式 2020/8/5

○○港○○地区防波
堤)(1)改良工事

上部工 上部工打設完了後、左記工事でCP船を使用。

施工条件 関係機関との協議

漁業関係者
R2.4月に関係漁協説明済み(4/13 A漁協、B漁協、4/21C漁協、D漁協、E漁協、4/23 F漁
協)

受発注者調整
◎施工計画説明　〇三者会議　◇三者連絡会議
△設計変更協議会　□検査

〇◎◇

海上保安部 R2.4.16に○○海上保安部に説明済み。

□        

■目的

本資料は、受注者が行う工事工程の計画、管理が適切に行えるように、受発注者のコミュニケーションを円滑にすることを目的とするものである。

また、適切な工程計画、管理により「休日確保」の推進を図るものであり、資料の内容に拘るものではない。

■概要

①発注者は、契約締結後の初回打合せなどにおいて、施工計画の条件となる関係機関との調整状況、貸与物件・支給材料に関する条件、関連する他工事の

進捗状況等を受注者に情報提供する。

②受注者は、発注者からの情報に基づき、工事工程計画を作成し、施工計画説明を行う。

③発注者は、受注者の施工計画・施工管理の条件となる事項の状況に変更や追加が生じた場合は速やかに受注者に情報提供する。

受注者は、発注者及び関連工事の受注者と情報共有を図りつつ、当該工事の工程管理を行う。

■注意事項

本資料で提示する「発注者が想定する開始日・終了日」は、各工種ごとの工程算出に休止率を考慮しているため土日祝祭日となる場合がある。

これは、あくまでも工程算出上の例示であるため、問題が発生するものでない。

施工（計画）

施工条件（予定）

施工（実施）
凡例

施工条件（実施）

作業許可申請

各工種に関する歩掛や具体的な
工事開始及び終了日を記載

初回打合せ時に、関係機関との調整
状況、貸与物件、支給材料に関する条
件、関連する他工事の進捗状況等に
ついて受注者に情報提供する

受注者は、発注者からの情報に基づき
工事工程計画を作成する



概略工程表開示試行工事の実施について（参考）
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特記仕様書による条件明示(実施済）
施工条件チェックリストの明示(新）

工事工程表の開示（実施済）
工事名

工事場所

工期 令和2年8月5日（作成）

工　種 形状・寸法 数量 単位 開始日 施工能力 組数 実日数 供用込み日数 終了日 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

工事工程表（受発注者共有イメージ）
○○港○○地区防波堤上部工等工事

○○県○○市○○地先

令和2年8月5日～令和3年2月19日

区　分
工事内容 発注者が想定する

備考

構造物撤去工 根固ブロック撤去・仮置 30 個 2020/9/19 32.0 1 1.0

- - 45.0 45 2020/9/18準備工 準備工

   基礎捨石工 捨石本均し 531 m2 2020/9/21

2 2020/9/20

捨石荒均し 33 m2 2020/10/15 20.0 1 1.7

9.8 4 13.6 24 2020/10/14

根固工 根固ブロック撤去・据付 30 個 2020/10/18

3 2020/10/17

根固ブロック据付 6 個 2020/10/20 17.0 1 0.4

32.0 1 0.9 2 2020/10/19

袋型根固製作 50 個 2020/10/21

1 2020/10/20

袋型根固据付 50 個 2020/10/30 36.0 1 1.4

10.0 1 5.0 9 2020/10/29

上部工 上部コンクリート 21 スパン 2020/11/2

3 2020/11/1

(養生期間) 2021/1/7 28.0

6.0 4 72 2021/1/12

雑工 支保組立組外 194 m 2020/9/19

28 2021/2/3

吊金物切断 136 m 2020/9/24 12.0 1 11.3

100.0 1 1.9 4 2020/9/23

吊金物切断 113 m 2020/10/10

21 2020/10/15

安全費 安全監視船 1 式 2020/9/19 - - -

10.0 1 11.3 21 2020/10/31

片付工 片付工 1 式 2021/2/4

- 2021/1/12

工事工程に影響する外的要因

- - 15.0 15 2021/2/19

関連工事

○○港○○地区防波
堤(2)上部工等工事

上部工 左記工事でCP船を使用後、本工事で上部工打設。

本工事

1 式 2020/8/5

○○港○○地区防波
堤)(1)改良工事

上部工 上部工打設完了後、左記工事でCP船を使用。

施工条件 関係機関との協議

漁業関係者
R2.4月に関係漁協説明済み(4/13 A漁協、B漁協、4/21C漁協、D漁協、E漁協、4/23 F漁

協)

受発注者調整
◎施工計画説明　〇三者会議　◇三者連絡会議
△設計変更協議会　□検査

〇◎◇

海上保安部 R2.4.16に○○海上保安部に説明済み。

□        

■目的

本資料は、受注者が行う工事工程の計画、管理が適切に行えるように、受発注者のコミュニケーションを円滑にすることを目的とするものである。

また、適切な工程計画、管理により「休日確保」の推進を図るものであり、資料の内容に拘るものではない。

■概要

①発注者は、契約締結後の初回打合せなどにおいて、施工計画の条件となる関係機関との調整状況、貸与物件・支給材料に関する条件、関連する他工事の

進捗状況等を受注者に情報提供する。

②受注者は、発注者からの情報に基づき、工事工程計画を作成し、施工計画説明を行う。

③発注者は、受注者の施工計画・施工管理の条件となる事項の状況に変更や追加が生じた場合は速やかに受注者に情報提供する。

受注者は、発注者及び関連工事の受注者と情報共有を図りつつ、当該工事の工程管理を行う。
■注意事項

本資料で提示する「発注者が想定する開始日・終了日」は、各工種ごとの工程算出に休止率を考慮しているため土日祝祭日となる場合がある。

これは、あくまでも工程算出上の例示であるため、問題が発生するものでない。

施工（計画）

施工条件（予定）

施工（実施）
凡例

施工条件（実施）

作業許可申請

見積参考資料の開示 (実施済）

概略工程表の開示（試行）

試行工事により契約前の工程表
開示の有効性を検証

（受注者）

設計図書照査
工
事
着
手

（約1ヶ月～1ヶ月半） （約1ヶ月） （約20日）

施工条件に変更が生じた場合、
調整会議にて契約変更を協議

5

契約変更事務
ガイドラインの活用
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○港湾･空港工事に関して､概略工程表の開示に適した工事の選定､提示時期､内容(工種､
工事工程に影響する外的要因)､効果等を検討する試行工事を行う。

概略工程表開示試行工事のイメージ（参考）

【概略工程表開示試行工事の概要(案)】
・対象工事：複数工種の工事
・提示時期：入札公告又は競争参加資格通知日

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

公
告

開
札
契
約

現
場
着
手

工
事
完
了

工
期
末
日

契約準備(10日)※

入札手続期間(約90日)

競
争
参
加
〆

競
争
参
加
資
格
通
知

入
札

見積参考資料開示

後片付(20日)※

準備期間(45日)※

※:通達上設定しなければならい最低期間

品質確保調整会議
･契約後に速やかに発注者の想定する工程表を開示
･提示内容は､準備･後片付け期間､各工種の能力設定
現場制約条件等を含む｡
･工事品質確保調整会議で受発注者間で確認し調整

概略工程表開示

(参考)入札から工事実施のスケジュールと概略工程表開示時期
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概略工程表のイメージ（参考）

概略工程表の開示時点における、関係機関との調整状況、
関連する他工事の進捗状況等の概略を記載

各工種の数量及び大凡の工事期間、想定される
不稼働日等を記載


